
ＳＩＩＡ 2020年度事業中間報告（改訂版） 

ＳＩＩＡ事務局 

  

   本年度は任意団体時代を含めての創立 30周年を迎える年となりましたが、年度早々コロナ

禍の影響により立ち上がりに遅れがありました。ここにきてようやく活動も本格的に動き出しました

が、会員の皆様には活動内容が十分に周知できておりませんでした。そこで改めて本年度の事

業内容と、今後の予定について概要をお知らせします。 

まず年度初めに３部会合同遠隔会議を開催しました。コロナ禍の影響で「テレワーク」に対する

注目度が俄然向上したことを受け、昨年度実施した「テレワークセミナー」の成果を継承し、本年

は本格的にテレワークに取り組むことになりました。年間を通じたテーマを「地域のテレワークをＳＩＩ

Ａがリードする」とすることで 3部会が合意し、各事業が動き始めました。 

  以下に、各部会の活動状況並びに今後の予定を記します。尚、本年度はコロナ感染症予防の

観点から、ほとんどのセミナーがリモートによるセミナー（ウェビナー）に移行しており、そこが従来

と異なる画期的ともいえる点です。 

 

① ビジネス・マッチング部会 

(1) 会員交流セミナー（ウェビナー）「静岡市のＩＣＴ戦略と地域のＩＣＴ企業に求めること」 

講師：静岡市総務局ＩＣＴ推進課 新庄副主幹 

セミナーの記録をＳＩＩＡウェブサイトの「アーカイブスに収録し、会員の皆様に視聴を可能

にしました。今後は、このセミナーを基に SIIA と行政が連携して、行政の ICT課題の議

論を深めて参ります。 

(2) 昨年度実施した「Kintone Ｃａｆé」の Ver.2の開催を目指し、今回は具体的な成果物

（アプリ）の制作をテーマにしています。 

現在、静岡市 ICT推進課新庄副主幹との間で、先ず行政課題に対応したアプリ開発を

「ローコード開発」（例えば、Kintone）で試みることを模索しています。 

今後（仮称）「CIVIC TECH静岡」の立上げにより、公・産・民による課題発掘と解決、ア

プリ制作などの連携組織づくりも次年度に向けて模索していきます。 

(3) 本来、隔月開催を予定していた「会員交流会」が、コロナ禍により開催ができないまま半

年が過ぎようとしています。そこで、「わが社の一押し」など、会員企業各社の得意技や

製品あるいはサービスなどを紹介するコンテンツを作成し、ＳＩＩＡ特設サイトに掲載すると

ともに、今後会員交流会が復活したときには、そのコンテンツを活かした交流機会を創

設する計画を始めております。 

 

 

 



② 人材育成教育研修部会 

(1) 「オブジェクト指向設計講座」：リアル開催のため、規模を縮小して静岡大学浜松キャン

パスを会場に、8月と 9月で計 6回を実施中です。本年度は、定員一杯の 10名の受

講がありました。 

(2) 会員ニーズセミナー①：冒頭の「テレワーク」をテーマに、本年度は「ウェビナー」により 3

回シリーズで開催いたします。講師は、3回を通じて常葉大学経営学部の小豆川准教

授にお願いしています。 

初回は、9月 4日に「会員ニーズセミナー」を開催いたします。第 1回は「テレワークで

のコミュニケーションを考える（ベンダー編）」をテーマに、会員各社の事例報告も交え、

テレワーク課題を議論しながら、互いの悩みや課題の共有を図ります。第 2回は 10月

～11月を予定し、「ユーザー編」を予定しています。 

(3) ＲPA講座（初級編）：昨年度を踏襲し、本年度はオンライン講習を計画中です。 

(4) 小学生向けプログラミング教室：このイベントはリアルでの開催は難しいとの判断により、

今や小学校でもオンライン事業が実施される時代にあって、子供たちに遠隔ツールをゲ

ーム性のある内容により体験できるようなプログラムの検討を始めています。 

(5) 会員ニーズセミナー②：「ドローンエンジニアになるための技術習得 ～ ドローンの現状

と近未来」（講師：静岡理工科大学理工学部 田村博特任講師）では、現在何かと話題

の多いドローンのソフトウェア開発技術の現状と将来について情報提供いたします（来年

1月開催予定） 

 

③ 人材開拓推進部会 

(1) 就活Ｗｅｂセミナー実施：昨年度も 10社の参加により実施しましたが、Ｗｅｂ上で長期に

わたり視聴できるところが高い評価を得て、本年度も既に募集も終了しました。コロナ禍

の影響で参加企業数を削減したものの、ほぼ募集数に達しています。現在、10月 20

日の放映が決定し、それに向けて説明会などの準備を進めているところです。 

(2) インターンシップ事業：人材確保のためのＷｅｂセミナーと並びインターンシップ事業の開

催を続けてきました。コロナ禍によりインターンシップの実施も困難に陥る中、学生も企業

も就職活動や採用活動に不安を感じております。そこで 12月には、学生にも参加して

もらう「学生編」と位置付けて、就活にまつわるテレワーク課題を学ぶ「テレワークセミナ

ー」の開催を計画しています。 

   

  以上、30周年を迎えたＳＩＩＡとして敢えて記念事業などの予定はありませんが、コロナ禍による

社会環境の激変に対応して、会員の皆様をはじめ地域や行政とも連携を深め、ＤＸを促す事業

を実験的に体験できる場づくりを目指して参ります。会員の皆様にも積極的なご参加、ご協力を

何卒宜しくお願い致します。 

2020年 9月 29日 


